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令和７年９月９日
第　　  628 　　号

に供する。

　　令和７年９月９日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　福岡県知事　　服部　誠太郎　　

県土整備
事務所名 路 線 名 供　用　開　始　の　区　間

京　築 野　地
塔　田 線 築上郡上毛町大字成恒37番１先から

築上郡上毛町大字成恒32番１先まで

　福岡県告示第543号

　道路法（昭和27年法律第180号）第18条第１項の規定に基づき、次のように道路の区

域を変更する。

　その関係図面は、この告示の日から２週間、関係県土整備事務所において一般の縦覧

に供する。

　　令和７年９月９日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　福岡県知事　　服部　誠太郎　　

県土整備
事務所名

道路の
種　類 路 線 名 変　更

前後別 区　　　　間 幅　員
（メートル）

延　長
（メートル）

北九州 国　道 495号

前
遠賀郡岡垣町大字黒山146番先から
遠賀郡岡垣町大字黒山148番１先ま
で

26.6
～
37.0

39.9

後
遠賀郡岡垣町大字黒山146番先から
遠賀郡岡垣町大字黒山148番１先ま
で

26.6
～
28.3

39.9

　福岡県告示第544号

　森林法（昭和26年法律第249号）第25条の２第１項の規定に基づき、保安林の指定を

するので、同法第33条第６項において準用する同条第１項の規定により次のように告示

する。

　　令和７年９月９日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　福岡県知事　　服部　誠太郎　　

目　　　次
　　　　告　　　示（第542号−第547号）

○道路の供用の開始　　　　　　　　　　　　　　　　　（道路維持課）……………１

○道路の区域の変更　　　　　　　　　　　　　　　　　（道路維持課）……………１

○保安林の所在場所等　　　　　　　　　　　　　　（農山漁村振興課）……………１

○保安林の所在場所等　　　　　　　　　　　　　　（農山漁村振興課）……………２

○保安林の所在場所等　　　　　　　　　　　　　　（農山漁村振興課）……………２

○保安林の所在場所等　　　　　　　　　　　　　　（農山漁村振興課）……………３

　　　　公　　　告

○開発行為に関する工事の完了　　　　　　　　　（開発・盛土指導課）……………３

○都市計画の図書の写しの縦覧　　　　　　　　　　　　（都市計画課）……………３

○開発行為に関する工事の完了　　　　　　　　　（開発・盛土指導課）……………３

○特定危険薬物の指定の失効　　　　　　　　　　　　　（薬 務 課）……………４

　　　　監 査 委 員

○監査結果の公表　　　　　　　　　　　　　（監査委員事務局総務課）……………４

　　　　公安委員会

○教習指導員審査の実施　　　　　　　　　（警察本部運転免許試験課）……………14

　福岡県告示第542号

　道路法（昭和27年法律第180号）第18条第２項の規定に基づき、次の道路の供用を令

和７年９月９日から開始する。

　その関係図面は、この告示の日から２週間、関係県土整備事務所において一般の縦覧

告　　　示
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３　指定施業要件

　⑴　立木の伐採の方法

　　ア　主伐は、択伐による。

　　イ　主伐として伐採をすることができる立木は、当該立木の所在する市町村に係る

市町村森林整備計画で定める標準伐期齢以上のものとする。

　　ウ　間伐に係る森林は、次のとおりとする。

　⑵　立木の伐採の限度

　　　次のとおりとする。

　（「次の図」及び「次のとおり」は、省略し、その図面及び関係書類を福岡県農林水

産部農山漁村振興課及び添田町役場に備え置いて縦覧に供する。）

　福岡県告示第546号

　森林法（昭和26年法律第249号）第25条の２第１項の規定に基づき、保安林の指定を

するので、同法第33条第６項において準用する同条第１項の規定により次のように告示

する。

　　令和７年９月９日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　福岡県知事　　服部　誠太郎　　

１　保安林の所在場所

　　豊前市大字馬場358、402

２　保安林として指定された目的

　　土砂の流出の防備

３　指定施業要件

　⑴　立木の伐採の方法

　　ア　主伐に係る伐採種は、定めない。

　　イ　主伐として伐採をすることができる立木は、当該立木の所在する市町村に係る

市町村森林整備計画で定める標準伐期齢以上のものとする。

　　ウ　間伐に係る森林は、次のとおりとする。

　⑵　立木の伐採の限度並びに植栽の方法、期間及び樹種

　　　次のとおりとする。

１　保安林の所在場所

　　田川郡赤村大字赤字中ノ田7397、字桑ノ木7401の４

２　保安林として指定された目的

　　土砂の流出の防備

３　指定施業要件

　⑴　立木の伐採の方法

　　ア　次の森林については、主伐は、択伐による。

　　　　字中ノ田7397・字桑ノ木7401の４（以上２筆について次の図に示す部分に限る

。）

　　イ　その他の森林については、主伐に係る伐採種は、定めない。

　　ウ　主伐として伐採をすることができる立木は、当該立木の所在する市町村に係る

市町村森林整備計画で定める標準伐期齢以上のものとする。

　　エ　間伐に係る森林は、次のとおりとする。

　⑵　立木の伐採の限度並びに植栽の方法、期間及び樹種

　　　次のとおりとする。

　（「次の図」及び「次のとおり」は、省略し、その図面及び関係書類を福岡県農林水

産部農山漁村振興課及び赤村役場に備え置いて縦覧に供する。）

　福岡県告示第545号

　森林法（昭和26年法律第249号）第25条の２第１項の規定に基づき、保安林の指定を

するので、同法第33条第６項において準用する同条第１項の規定により次のように告示

する。

　　令和７年９月９日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　福岡県知事　　服部　誠太郎　　

１　保安林の所在場所

　　田川郡添田町大字津野字渡リ2192・2194（以上２筆について次の図に示す部分に限

る。）

２　保安林として指定された目的

　　土砂の流出の防備
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36条第３項の規定により公告する。

　　令和７年９月９日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　福岡県知事　　服部　誠太郎　　

１　開発区域に含まれる地域の名称

　　筑紫野市塔原東三丁目491番１及び491番６から491番22まで

２　開発許可を受けた者の住所及び氏名

　　福岡市博多区博多駅前三丁目14番10号

　　株式会社アルシスホーム

　　代表取締役　小柳　義則

　公告

　都市計画法（昭和43年法律第100号）第21条第２項において準用する同法第20条第１

項の規定により岡垣町から送付のあった次の都市計画の図書の写しを福岡県建築都市部

公園街路課において公衆の縦覧に供する。

　　令和７年９月９日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　福岡県知事　　服部　誠太郎　　

　遠賀広域都市計画公園（令和７年７月４日岡垣町告示第54号）

　公告

　次の開発行為に関する工事が完了したので、都市計画法（昭和43年法律第100号）第

36条第３項の規定により公告する。

　　令和７年９月９日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　福岡県知事　　服部　誠太郎　　

１　開発区域に含まれる地域の名称

　　糟屋郡志免町王子二丁目726番１及び726番３から726番11まで

２　開発許可を受けた者の住所及び氏名

　　東京都西東京市芝久保町四丁目26番３号

　　株式会社東栄住宅

　　代表取締役　佐藤　千尋

　（「次のとおり」は、省略し、その関係書類を福岡県農林水産部農山漁村振興課及び

豊前市役所に備え置いて縦覧に供する。）

　福岡県告示第547号

　森林法（昭和26年法律第249号）第25条の２第１項の規定に基づき、保安林の指定を

するので、同法第33条第６項において準用する同条第１項の規定により次のように告示

する。

　　令和７年９月９日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　福岡県知事　　服部　誠太郎　　

１　保安林の所在場所

　　豊前市大字中川底1379、1452

２　保安林として指定された目的

　　水源の涵
かん

養

３　指定施業要件

　⑴　立木の伐採の方法

　　ア　次の森林については、主伐は、択伐による。

　　　　大字中川底1379・1452（以上２筆について次の図に示す部分に限る。）

　　イ　その他の森林については、主伐に係る伐採種は、定めない。

　　ウ　主伐として伐採をすることができる立木は、当該立木の所在する市町村に係る

市町村森林整備計画で定める標準伐期齢以上のものとする。

　　エ　間伐に係る森林は、次のとおりとする。

　⑵　立木の伐採の限度並びに植栽の方法、期間及び樹種

　　　次のとおりとする。

　（「次の図」及び「次のとおり」は、省略し、その図面及び関係書類を福岡県農林水

産部農山漁村振興課及び豊前市役所に備え置いて縦覧に供する。）

　公告

　次の開発行為に関する工事が完了したので、都市計画法（昭和43年法律第100号）第

公　　　告
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　令和７年６月27日に提出された福岡県職員措置請求（住民監査請求）については、地

方自治法（昭和22年法律第67号）第242条第５項の規定に基づき監査を実施したので、

その結果を次のとおり公表する。

　　令和７年９月９日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　福岡県監査委員　　　塩　川　正　一　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　同　　　　　　　　　世　利　洋　介

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　同　　　　　　　　　森　　　行　一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　同　　　　　　　　　渡　辺　美　穂

　公告

　福岡県薬物の濫用防止に関する条例（平成26年福岡県条例第57号）第16条第１項の規

定により特定危険薬物の指定が次のとおり効力を失ったので、公告する。

　　令和７年９月９日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　福岡県知事　　服部　誠太郎　　

１　失効した特定危険薬物の名称

　⑴　化学名　（８Ｒ）－１－ベンゾイル－Ｎ，Ｎ－ジエチル－６－メチル－９，10－

ジデヒドロエルゴリン－８－カルボキシアミド及びその塩類

　⑵　化学名　ｔｅｒｔ－ブチル　３－［２－（ジメチルアミノ）エチル］インドール

－１－カルボキシレート及びその塩類

　⑶　化学名　（４Ｓ，５Ｓ）－５－（４－フルオロフェニル）－４－メチル－４，５

－ジヒドロオキサゾール－２－アミン、（４Ｒ，５Ｒ）－５－（４－フ

ルオロフェニル）－４－メチル－４，５－ジヒドロオキサゾール－２－

アミン及びそれらの塩類

２　失効の理由

　　医薬品、医療機器等の品質、有効性及び安全性の確保等に関する法律第２条第15項

に規定する指定薬物及び同法第76条の４に規定する医療等の用途を定める省令の一部

を改正する省令（令和７年厚生労働省令第85号）の施行により、医薬品、医療機器等

の品質、有効性及び安全性の確保等に関する法律（昭和35年法律第145号）第２条第

15項に規定する大臣指定薬物に指定されるに至ったため。

３　失効年月日

　　令和７年９月８日

４　罰則の適用

　　この指定の失効前にした行為に対する罰則の適用については、なお従前の例による

。

　監査公表第24号
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住
民
監
査
請
求
に
係
る
監
査
の
結
果
 

 第
１
 
監
査
の
請
求
 

１
 
請
求
人
及
び
請
求
書
の
提
出
年
月
日
 

（
１
）
請
求
人
 

住
所
  
福
岡
県
田
川
市
夏
吉
３
７
５
７
番
地
 

氏
名
 
宮
下
 
幸
大
 

（
２
）
提
出
年
月
日
  
令
和
７
年
６
月
27
日
 

 

２
 
請
求
の
内
容
 

（
１
）
請
求
の
要
旨
 

請
求
人
の
苦
情
に
対
し
福
岡
県
公
安
委
員
会
が
作
成
し
た
書
面
等
に
か
か
る
費
用
に
つ
い
て
、
福
岡
県
警
察
本

部
長
、
福
岡
県
飯
塚
警
察
署
長
及
び
福
岡
県
公
安
委
員
会
委
員
長
に
、
福
岡
県
へ
の
返
還
を
求
め
る
。
 

な
お
、
補
正
書
に
は
上
記
の
ほ
か
、
「
財
産
の
取
得
、
管
理
又
は
処
分
」
、
「
契
約
の
締
結
又
は
履
行
」
、

「
債
務
そ
の
他
の
義
務
の
負
担
」
及
び
「
当
該
行
為
が
さ
れ
る
こ
と
が
相
応
の
確
実
さ
を
も
っ
て
予
測
さ
れ
る
も

の
」
が
請
求
に
係
る
財
務
会
計
上
の
行
為
と
し
て
記
載
さ
れ
て
い
る
。
 

（
２
）
違
法
又
は
不
当
と
す
る
事
実
及
び
そ
の
理
由
並
び
に
求
め
る
措
置
 

ア
 
主
張
１
 

 
 
 
請
求
人
が
パ
チ
ン
コ
店
を
出
入
禁
止
に
な
っ
た
こ
と
等
を
飯
塚
警
察
署
に
相
談
し
た
後
に
、
そ
の
内
容
が
パ

チ
ン
コ
店
の
店
員
に
知
れ
渡
り
、
さ
ら
に
請
求
人
に
対
し
て
出
入
禁
止
に
な
っ
た
パ
チ
ン
コ
店
の
系
列
店
か
ら

客
引
き
メ
ー
ル
が
来
た
の
は
、
当
該
パ
チ
ン
コ
店
に
対
す
る
個
人
情
報
の
管
理
、
防
犯
カ
メ
ラ
の
プ
ラ
イ
バ
シ

ー
管
理
に
関
す
る
警
察
の
指
導
が
不
十
分
で
あ
っ
た
た
め
で
あ
る
。
 

 
 
 
そ
の
た
め
、
自
ら
の
個
人
情
報
の
管
理
状
況
に
不
信
を
持
っ
た
請
求
人
は
福
岡
県
警
察
に
対
し
開
示
請
求
を

行
っ
た
が
、
そ
れ
ら
相
談
や
開
示
請
求
は
、
個
人
情
報
の
保
護
や
防
犯
カ
メ
ラ
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
対
す
る
指

導
が
十
分
で
あ
れ
ば
発
生
し
な
か
っ
た
も
の
で
あ
り
、
飯
塚
警
察
署
が
行
っ
た
相
談
カ
ー
ド
及
び
福
岡
県
警
察

が
行
っ
た
開
示
通
知
書
の
コ
ピ
ー
代
、
相
談
カ
ー
ド
に
係
る
捜
査
費
用
等
に
つ
い
て
は
、
無
駄
な
支
出
と
し
て

県
へ
の
返
還
を
求
め
る
。
 

イ
 
主
張
２
 

請
求
人
が
飯
塚
警
察
署
の
相
談
業
務
に
つ
い
て
苦
情
を
申
し
出
た
こ
と
を
受
け
、
福
岡
県
公
安
委
員
会
が
書

面
を
作
成
し
た
。
 

当
該
書
面
作
成
に
つ
い
て
、
福
岡
県
警
察
本
部
が
営
業
の
自
由
で
パ
チ
ン
コ
店
の
個
人
情
報
の
取
扱
い
に
係

る
権
限
が
な
い
と
判
断
し
た
こ
と
は
、
警
察
本
部
長
が
発
し
た
通
達
に
あ
る
個
人
情
報
保
護
委
員
会
と
の
協
議

の
ル
ー
ル
を
破
り
、
国
民
の
安
全
を
害
す
る
な
ど
、
個
人
情
報
の
目
的
外
使
用
に
つ
い
て
正
し
く
行
わ
れ
た
仕

事
で
は
な
い
た
め
、
県
の
安
全
や
財
物
が
守
れ
る
の
か
不
信
が
あ
り
、
無
駄
遣
い
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
当
該

書
面
作
成
に
要
し
た
費
用
の
福
岡
県
へ
の
返
還
を
求
め
る
。
 

（
３
）
事
実
証
明
書
等
 

 
 
ア
 
令
和
７
年
６
月
26
日
付
け
事
実
証
明
書
  

 
 
 
 
 
福
岡
県
飯
塚
警
察
署
作
成
の
「
相
談
カ
ー
ド
」
写
し
、
福
岡
県
公
安
委
員
会
作
成
の
公
安
委
員
会
に
対
す

る
申
出
に
係
る
処
理
の
結
果
の
「
通
知
書
」
写
し
、
福
岡
県
警
察
本
部
生
活
安
全
部
生
活
保
安
課
作
成
の

「
警
察
相
談
の
対
応
に
係
る
苦
情
に
関
す
る
事
実
調
査
結
果
」
写
し
及
び
「
公
安
委
員
会
宛
て
の
苦
情
等
調

査
結
果
等
報
告
書
」
写
し
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イ
 
令
和
７
年
７
月
７
日
付
け
事
実
証
明
書
  

 
 
 
 
 (
公
社
)東
京
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
サ
ー
ビ
ス
工
業
会
作
成
の
「
な
な
い
ろ
SM
Sに

関
す
る
調
査
報
告
書
」
写
し
 

 第
２
 
請
求
の
要
件
審
査
 

本
件
請
求
は
、
令
和
７
年
７
月
７
日
付
け
の
補
正
書
の
提
出
を
も
っ
て
、
地
方
自
治
法
（
昭
和
22
年
法
律
第
67
号
。

以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
第
24
2条
第
１
項
の
所
定
の
要
件
を
具
備
し
て
い
る
も
の
と
認
め
、
令
和
７
年
７
月
28
日

付
け
で
こ
れ
を
受
理
し
た
。
 

 第
３
 
監
査
の
実
施
 

１
 
監
査
対
象
事
項
 

令
和
７
年
７
月
７
日
付
け
で
請
求
人
か
ら
提
出
さ
れ
た
補
正
書
に
お
い
て
、
当
該
補
正
書
に
添
付
さ
れ
た
資
料
に

「
請
求
者
に
よ
る
「
相
談
カ
ー
ド
の
情
報
開
示
請
求
」
に
関
す
る
事
務
処
理
（
原
稿
作
成
費
用
、
コ
ピ
ー
費
用
、
開

示
決
定
通
知
書
送
付
用
紙
費
用
、
郵
送
費
用
等
）
に
か
か
る
公
金
が
支
出
さ
れ
た
行
為
」
と
記
載
さ
れ
て
い
た
。
 

こ
の
こ
と
か
ら
、
請
求
人
が
主
張
す
る
前
記
第
１
の
２
の
（
２
）
の
公
金
の
支
出
に
違
法
性
又
は
不
当
性
が
あ
る

か
否
か
に
つ
い
て
を
監
査
の
対
象
と
し
た
。
 

な
お
、
同
じ
補
正
書
で
は
、
「
財
産
の
取
得
、
管
理
又
は
処
分
」
、
「
契
約
の
締
結
又
は
履
行
」
、
「
債
務
そ
の

他
の
義
務
の
負
担
」
及
び
「
当
該
行
為
が
さ
れ
る
こ
と
が
相
応
の
確
実
さ
を
も
っ
て
予
測
さ
れ
る
も
の
」
と
記
載
さ

れ
て
い
た
が
、
請
求
書
及
び
補
正
書
に
は
、
財
産
、
契
約
、
債
務
等
に
係
る
具
体
的
事
実
の
摘
示
が
な
さ
れ
て
お
ら

ず
、
住
民
監
査
請
求
の
対
象
と
は
な
ら
な
い
も
の
と
判
断
し
た
。
 

 ２
 
監
査
対
象
機
関
 

福
岡
県
公
安
委
員
会
（
総
務
部
総
務
課
）
、
福
岡
県
警
察
本
部
（
総
務
部
総
務
課
、
被
害
者
支
援
・
相
談
課
及
び

飯
塚
警
察
署
）
を
監
査
対
象
機
関
と
し
た
。
 

 ３
 
請
求
人
の
陳
述
 

 
 
 
 
法
第
24
2条
第
７
項
に
規
定
す
る
陳
述
の
機
会
に
つ
い
て
は
、
請
求
人
か
ら
辞
退
す
る
旨
の
意
思
表
示
が
あ
っ
た

た
め
実
施
し
な
か
っ
た
。
 

 

４
 
福
岡
県
警
察
本
部
長
及
び
福
岡
県
公
安
委
員
会
委
員
長
の
弁
明
 

 
 
 
本
件
請
求
に
対
す
る
弁
明
を
福
岡
県
警
本
部
長
及
び
福
岡
県
公
安
委
員
会
委
員
長
に
求
め
た
と
こ
ろ
、
令
和
７
年

８
月
６
日
、
７
日
及
び
21
日
付
け
で
以
下
の
内
容
の
弁
明
書
が
提
出
さ
れ
た
。
 

（
１
）
前
記
第
１
の
２
の
（
２
）
の
ア
 
主
張
１
に
係
る
福
岡
県
警
察
本
部
長
の
弁
明
 

ア
 
弁
明
の
趣
旨
 

本
件
請
求
を
棄
却
す
る
と
の
決
定
を
求
め
る
。
 

イ
 
請
求
の
事
実
の
認
否
 

請
求
の
要
旨
は
、
 

・
 
令
和
６
年
10
月
３
日
に
請
求
者
が
、
福
岡
県
飯
塚
警
察
署
に
お
い
て
相
談
し
た
申
出
内
容
を
記
録
し

た
「
相
談
カ
ー
ド
」
の
作
成
に
係
る
捜
査
費
用
、
原
稿
費
用
が
無
駄
な
支
出
で
あ
り
、
福
岡
県
へ
同
費

用
の
返
還
を
求
め
る
 

・
 
令
和
６
年
10
月
３
日
に
請
求
者
が
相
談
し
た
記
録
で
あ
る
「
相
談
カ
ー
ド
」
に
つ
い
て
、
請
求
人
が

福
岡
県
飯
塚
警
察
署
に
お
い
て
保
有
個
人
情
報
開
示
請
求
を
行
い
、
こ
れ
に
基
づ
き
、
福
岡
県
警
察
本
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部
長
が
令
和
７
年
１
月
17
日
付
け
で
部
分
開
示
決
定
を
行
い
、
請
求
人
に
通
知
し
た
事
務
に
関
す
る
事

務
処
理
費
用
（
原
稿
作
成
費
用
、
コ
ピ
ー
費
用
、
開
示
決
定
通
知
書
用
紙
費
用
、
郵
送
費
用
等
）
が
違

法
若
し
く
は
不
当
な
公
金
の
支
出
に
該
当
す
る
 

と
い
う
主
張
と
解
す
る
が
、
当
該
事
務
に
係
る
財
務
会
計
上
の
公
金
の
支
出
は
適
正
か
つ
妥
当
に
行
わ
れ
た

も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
否
認
す
る
。
 

ウ
 
弁
明
の
理
由
 

 
 
(ｱ
) 
「
相
談
カ
ー
ド
」
作
成
に
係
る
事
務
手
続
及
び
捜
査
費
用
や
原
稿
費
用
 

 
ａ
 
関
係
規
程
（
令
和
６
年
当
時
の
規
程
）
 

(a
) 

福
岡
県
警
察
相
談
活
動
実
施
要
領
の
制
定
に
つ
い
て
（
平
成
15
年
福
岡
県
警
察
本
部
長
内
訓
第
11
号
。

以
下
「
内
訓
」
と
い
う
。
）
 

(b
) 
相
談
業
務
の
合
理
化
の
実
施
及
び
迅
速
・
確
実
な
組
織
的
対
応
の
推
進
に
つ
い
て
（
通
達
）
（
令
 

和
５
年
３
月
30
日
付
け
、
福
警
支
第
43
3号

。
以
下
「
通
達
」
と
い
う
。
）
 

 
 
 
 
 
ｂ
 
弁
明
事
実
 

(a
) 
「
相
談
カ
ー
ド
」
作
成
に
係
る
事
務
手
続
に
つ
い
て
 

職
員
は
、
前
記
内
訓
第
４
 

３
 
職
員
は
、
相
談
等
の
取
扱
い
に
当
た
っ
て
は
、
相
談
カ
ー
ド
を
作
成
し
、
相
談
管
理
簿
に
登

載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

 
 
 
 
 
 
 
と
の
基
本
原
則
に
則
り
対
応
し
て
い
る
。
 

ま
た
、
同
内
訓
第
５
の
１
⑵
に
お
い
て
 

職
員
は
、
面
接
又
は
電
話
（
11
0番

通
報
を
除
く
。
以
下
同
じ
。
）
に
よ
り
相
談
を
聴
取
し
た

場
合
に
お
い
て
、
そ
の
場
で
回
答
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
申
出
者
の
心
情

そ
の
他
の
事
情
を
参
酌
の
上
、
処
理
責
任
者
の
同
席
を
求
め
る
な
ど
の
措
置
を
講
じ
た
後
、
相
談

カ
ー
ド
を
作
成
の
上
、
速
や
か
に
総
括
責
任
者
に
報
告
す
る
も
の
と
す
る
。
 

通
達
の
１
⑴
に
お
い
て
 

職
員
は
、
相
談
等
を
受
理
し
た
と
き
は
、
全
て
相
談
カ
ー
ド
（
様
式
第
１
号
）
を
作
成
す
る
も

の
と
す
る
。
 

た
だ
し
、
相
談
等
に
該
当
し
な
い
申
出
に
つ
い
て
は
、
必
要
な
項
目
の
み
を
相
談
カ
ー
ド
に
記

載
す
る
も
の
と
す
る
。
 

と
規
定
さ
れ
て
お
り
、
相
談
等
を
取
扱
っ
た
際
は
、
適
切
に
処
理
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
「
相
談
カ

ー
ド
」
を
作
成
し
、
総
括
責
任
者
た
る
警
察
署
長
へ
の
速
や
か
な
報
告
を
行
っ
て
い
る
。
 

 
 
 
 
 
 
(b
) 
「
相
談
カ
ー
ド
」
作
成
に
係
る
捜
査
費
用
や
原
稿
費
用
に
つ
い
て
 

請
求
者
は
、
「
相
談
カ
ー
ド
」
作
成
に
係
る
捜
査
費
用
や
原
稿
費
用
が
無
駄
な
支
出
で
あ
る
と
し
て
、

県
に
対
し
、
同
費
用
の
返
還
を
求
め
て
い
る
が
、
前
記
(a
)の

と
お
り
、
警
察
職
員
は
、
相
談
者
か
ら

の
相
談
等
を
受
理
す
る
や
規
程
に
従
っ
て
「
相
談
カ
ー
ド
」
を
作
成
し
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
請
求
者

が
飯
塚
警
察
署
に
相
談
し
た
際
の
当
該
事
務
手
続
の
遂
行
に
何
ら
不
当
な
点
は
な
い
。
 

以
上
の
と
お
り
、
本
件
請
求
の
対
象
と
な
る
事
務
手
続
に
何
ら
不
当
な
点
は
な
く
、
同
手
続
に
係
る
財
務
 

会
計
上
の
公
金
の
支
出
に
つ
い
て
も
適
正
か
つ
妥
当
に
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
 

 
 
 
 
(ｲ
) 
保
有
個
人
情
報
の
開
示
請
求
に
係
る
事
務
手
続
及
び
当
該
行
為
に
係
る
公
金
の
支
出
 

 
 
 
 
 
ａ
 
関
係
法
令
、
関
係
規
程
 

 
 
 
 
 
 
(a
) 
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
法
律
（
平
成
15
年
法
律
第
57
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
 

(b
) 
福
岡
県
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
法
律
施
行
条
例
（
令
和
４
年
福
岡
県
条
例
第
43
号
。
以
下
「
条
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例
」
と
い
う
。
）
 

(c
) 
福
岡
県
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
法
律
施
行
細
則
（
令
和
５
年
福
岡
県
規
則
第
15
号
。
以
下
「
細

則
」
と
い
う
。
）
 

(d
) 

個
人
情
報
保
護
事
務
取
扱
要
綱
の
制
定
に
つ
い
て
（
通
達
）
（
平
成
20
年
６
月
16
日
付
け
、
福
岡
県

警
察
本
部
内
訓
第
26
号
。
以
下
「
取
扱
要
綱
」
と
い
う
。
）
 

 
 
 
 
 
ｂ
 
弁
明
事
実
 

 
 
 
 
 
 
(a
) 
保
有
個
人
情
報
の
開
示
請
求
に
係
る
事
務
手
続
に
つ
い
て
 

請
求
人
は
、
本
件
請
求
の
対
象
と
な
る
行
為
に
つ
い
て
、
請
求
者
に
よ
る
保
有
個
人
情
報
の
開
示
請

求
に
伴
う
事
務
と
主
張
し
て
い
る
た
め
、
当
該
事
務
手
続
に
つ
い
て
次
の
と
お
り
説
明
す
る
。
 

 
 
 
 
 
 
 
・
 
保
有
個
人
情
報
の
開
示
請
求
制
度
（
法
第
76
条
及
び
細
則
第
５
条
）
 

何
人
に
も
自
己
を
本
人
と
す
る
保
有
個
人
情
報
を
開
示
請
求
す
る
権
利
が
認
め
ら
れ
て
お
り
、
そ

の
権
利
の
行
使
は
開
示
請
求
者
に
委
ね
ら
れ
て
い
る
。
 

な
お
、
開
示
請
求
書
の
様
式
は
、
細
則
に
規
定
し
て
い
る
。
 

 
 
 
 
 
 
 
・
 
開
示
請
求
の
手
続
（
法
第
77
条
）
 

開
示
請
求
の
手
続
に
お
い
て
は
、
開
示
請
求
書
等
の
書
面
提
出
に
よ
り
開
示
請
求
の
手
続
を
行
う

こ
と
、
保
有
個
人
情
報
の
本
人
確
認
を
行
う
こ
と
等
が
規
定
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
に
よ
り
、
開
示
請

求
者
本
人
あ
る
い
は
そ
の
代
理
人
が
、
開
示
請
求
者
本
人
の
意
思
に
よ
り
開
示
請
求
権
を
行
使
し
て

い
る
こ
と
を
確
認
し
て
い
る
。
 

 
 
 
 
 
 
 
・
 
保
有
個
人
情
報
の
開
示
義
務
（
法
第
78
条
及
び
第
79
条
）
 

開
示
請
求
が
あ
っ
た
と
き
は
、
保
有
個
人
情
報
に
不
開
示
情
報
が
含
ま
れ
て
い
る
場
合
を
除
き
、

保
有
個
人
情
報
を
開
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
旨
規
定
し
、
開
示
請
求
が
な
さ
れ
た
場
合
は
、
原
則

開
示
の
義
務
が
あ
る
こ
と
を
明
確
に
し
て
い
る
。
 

ま
た
、
保
有
個
人
情
報
に
不
開
示
情
報
が
含
ま
れ
る
場
合
に
、
当
該
部
分
を
区
分
し
て
除
く
こ
と

が
で
き
る
と
き
は
、
当
該
部
分
を
除
い
た
部
分
に
つ
き
開
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
旨
規
定
し
て
い

る
。
 

 
 
 
 
 
 
 
・
 
開
示
請
求
に
対
す
る
措
置
（
法
第
82
条
、
細
則
第
６
条
及
び
個
人
情
報
保
護
事
務
の
手
引
）
 

開
示
請
求
に
係
る
保
有
個
人
情
報
の
全
部
又
は
一
部
を
開
示
す
る
と
き
は
、
そ
の
旨
の
決
定
を

し
、
開
示
請
求
者
に
対
し
て
書
面
に
よ
り
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
旨
、
法
に
規
定
し
て
お
り
、

通
知
の
様
式
や
郵
送
に
よ
る
通
知
の
方
法
に
つ
い
て
は
細
則
や
執
務
資
料
に
示
し
て
い
る
。
 

 
 
 
 
 
 
 
・
 
開
示
決
定
等
を
行
う
期
限
及
び
期
限
の
延
長
（
条
例
第
６
条
及
び
細
則
第
６
条
）
 

開
示
決
定
等
は
、
開
示
請
求
が
あ
っ
た
日
か
ら
15
日
以
内
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
旨
規
定
し
て

お
り
、
ま
た
、
事
務
処
理
上
の
困
難
そ
の
他
正
当
な
理
由
が
あ
る
と
き
は
、
15
日
以
内
に
限
り
延
長

す
る
こ
と
が
で
き
、
こ
の
場
合
、
開
示
請
求
者
に
対
し
、
延
長
後
の
期
間
及
び
延
長
の
理
由
を
書
面

に
よ
り
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
旨
規
定
し
て
お
り
、
通
知
の
様
式
に
つ
い
て
は
細
則
に
規
定
し

て
い
る
。
 

 
 
 
 
 
 
 
・
 
そ
の
他
開
示
請
求
に
係
る
手
続
（
取
扱
要
綱
「
第
４
 本

部
長
が
保
有
す
る
個
人
情
報
の
保
護
に

係
る
事
務
処
理
」
）
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
本
件
請
求
の
対
象
と
な
る
行
為
に
記
載
さ
れ
て
い
な
い
が
、
開
示
請
求
者
に
対
す
る
開
示
請
求
書

の
写
し
の
交
付
や
開
示
決
定
等
の
事
務
に
お
け
る
保
有
個
人
情
報
の
写
し
の
作
成
等
そ
の
他
の
事
務

手
続
に
つ
い
て
も
取
扱
要
綱
に
示
し
て
い
る
。
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(b
) 
本
件
請
求
の
対
象
と
な
る
行
為
に
つ
い
て
 

請
求
人
は
 

令
和
６
年
10
月
３
日
に
請
求
者
が
相
談
し
た
記
録
で
あ
る
「
相
談
カ
ー
ド
」
に
つ
い
て
、
請
求
人

が
保
有
個
人
情
報
開
示
請
求
を
行
い
、
こ
れ
に
基
づ
き
、
福
岡
県
警
本
部
長
が
令
和
７
年
１
月
17
日

付
け
で
部
分
開
示
決
定
を
行
い
、
請
求
人
に
通
知
し
た
事
務
 

に
つ
い
て
主
張
し
て
い
る
が
、
前
記
(a
)で
説
明
の
と
お
り
、
当
該
行
為
は
、
請
求
人
の
意
思
に
よ
っ
て

な
さ
れ
た
保
有
個
人
情
報
の
開
示
請
求
で
あ
っ
て
、
当
該
申
請
に
対
し
て
、
開
示
決
定
等
を
行
い
、
請
求

人
に
そ
の
旨
通
知
し
た
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
ら
一
連
の
手
続
に
つ
い
て
も
法
令
、
内
部
規
程
等
に
従
っ
て

行
わ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
当
該
事
務
の
遂
行
に
何
ら
違
法
若
し
く
は
不
当
な
点
は
な
い
こ
と
は
明
ら
か

で
あ
る
。
 

以
上
の
と
お
り
、
本
件
請
求
の
対
象
と
な
る
行
為
に
違
法
若
し
く
は
不
当
な
点
は
な
い
こ
と
か
ら
、
当
該
行

為
に
係
る
財
務
会
計
上
の
公
金
の
支
出
に
つ
い
て
も
適
正
か
つ
妥
当
に
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
 

（
２
）
前
記
第
１
の
２
の
（
２
）
の
イ
 
主
張
２
に
係
る
福
岡
県
公
安
委
員
会
委
員
長
の
弁
明
 
 

ア
 
弁
明
の
趣
旨
 

本
件
請
求
を
棄
却
す
る
と
の
決
定
を
求
め
る
。
 

イ
 
請
求
の
事
実
の
認
否
 

 
 
 
 
 
令
和
７
年
６
月
26
日
付
け
福
岡
県
職
員
措
置
請
求
書
か
ら
請
求
の
要
旨
は
 

請
求
人
が
福
岡
県
公
安
委
員
会
に
対
し
て
行
っ
た
苦
情
申
出
４
件
（
令
和
６
年
12
月
11
日
・
苦
情
等
取

扱
管
理
表
番
号
・
令
和
６
年
第
11
9号

、
令
和
６
年
12
月
16
日
・
苦
情
等
取
扱
管
理
表
番
号
・
令
和
６
年

第
12
0号

、
令
和
６
年
12
月
20
日
・
苦
情
等
取
扱
管
理
表
番
号
・
令
和
６
年
第
12
2号

、
令
和
６
年
12
月
25

日
・
苦
情
等
取
扱
管
理
表
番
号
・
令
和
６
年
第
12
3号

）
に
つ
い
て
、
そ
の
処
理
に
要
し
た
書
面
作
成
な

ど
の
事
務
費
用
（
公
安
委
員
会
宛
て
の
苦
情
等
調
査
結
果
等
報
告
書
作
成
費
用
、
通
知
書
送
付
用
紙
費
用
、

郵
送
費
用
等
）
が
違
法
若
し
く
は
不
当
な
公
金
の
支
出
に
該
当
す
る
 

と
い
う
主
張
と
解
す
る
が
、
当
該
事
務
に
係
る
財
務
会
計
上
の
公
金
の
支
出
は
適
法
か
つ
妥
当
に
行
わ
れ
た
も

の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
否
認
す
る
。
 

ウ
 
弁
明
の
理
由
 

(ｱ
) 
関
係
法
令
、
関
係
規
程
等
 

ａ
 
警
察
法
（
昭
和
29
年
法
律
第
16
2号

。
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
 

ｂ
 
苦
情
の
申
出
の
手
続
に
関
す
る
規
則
（
平
成
13
年
国
家
公
安
委
員
会
規
則
第
11
号
。
以
下
「
規
則
」
と

い
う
。
）
 

ｃ
 
福
岡
県
公
安
委
員
会
苦
情
等
取
扱
規
程
（
平
成
14
年
福
岡
県
公
安
委
員
会
規
程
第
３
号
。
以
下
「
取
扱

規
程
」
と
い
う
。
）
 

ｄ
 
福
岡
県
公
安
委
員
会
宛
て
の
苦
情
等
取
扱
要
領
の
制
定
に
つ
い
て
（
通
達
）
（
平
成
24
年
福
岡
県
警
察

本
部
内
訓
第
34
号
。
以
下
「
取
扱
要
領
」
と
い
う
。
）
 

(ｲ
) 
弁
明
事
実
 

ａ
 
公
安
委
員
会
宛
て
の
苦
情
等
の
取
扱
い
に
つ
い
て
 

請
求
人
は
、
本
件
請
求
の
対
象
と
な
る
行
為
に
つ
い
て
、
請
求
人
に
よ
る
公
安
委
員
会
宛
て
の
苦
情
申

出
に
伴
う
書
面
作
成
で
あ
る
と
主
張
し
て
い
る
た
め
、
当
該
苦
情
等
の
取
扱
い
に
つ
い
て
次
の
と
お
り
説

明
す
る
。
 

(a
) 
苦
情
の
申
出
等
（
法
第
79
条
第
１
項
）
 

都
道
府
県
警
察
の
職
員
の
職
務
執
行
に
つ
い
て
苦
情
が
あ
る
者
（
以
下
「
申
出
者
」
と
い
う
。
）
は
、
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都
道
府
県
公
安
委
員
会
に
対
し
、
規
則
で
定
め
る
手
続
に
従
い
、
文
書
に
よ
り
苦
情
の
申
出
を
す
る
こ

と
が
で
き
る
旨
規
定
さ
れ
、
苦
情
の
申
出
を
行
う
か
否
か
は
申
出
者
に
委
ね
ら
れ
て
い
る
。
 

(b
) 
苦
情
申
出
書
の
提
出
（
規
則
第
２
条
）
 

申
出
者
が
提
出
す
る
文
書
の
様
式
は
定
め
ら
れ
て
お
ら
ず
、
申
出
者
の
氏
名
、
住
所
及
び
電
話
番
 

号
、
苦
情
申
出
の
原
因
た
る
職
務
執
行
の
日
時
及
び
場
所
、
当
該
職
務
執
行
に
係
る
警
察
職
員
の
執
務

の
態
様
そ
の
他
の
事
案
の
概
要
、
苦
情
申
出
の
原
因
た
る
職
務
執
行
に
よ
り
申
出
者
が
受
け
た
具
体
的

な
不
利
益
の
内
容
又
は
当
該
職
務
執
行
に
係
る
警
察
職
員
の
執
務
の
態
様
に
対
す
る
不
満
の
内
容
等
を

記
載
し
た
文
書
（
以
下
「
苦
情
申
出
書
」
と
い
う
。
）
を
提
出
す
る
旨
規
定
さ
れ
て
い
る
。
 

(c
) 
調
査
等
の
指
示
（
取
扱
規
程
第
４
条
）
 

公
安
委
員
会
は
、
受
理
報
告
を
受
け
た
公
安
委
員
会
宛
て
苦
情
等
に
つ
い
て
は
、
必
要
に
よ
り
警
察

本
部
長
に
対
し
て
事
実
関
係
の
調
査
及
び
そ
の
結
果
を
踏
ま
え
た
措
置
（
以
下
「
調
査
等
」
と
い
う
。
）

を
行
う
よ
う
指
示
す
る
旨
規
定
し
て
い
る
。
 

(d
) 
調
査
等
の
結
果
の
報
告
（
取
扱
規
程
第
６
条
及
び
取
扱
要
領
第
６
「
調
査
等
の
結
果
の
報
告
」
）
 

警
察
本
部
長
は
、
公
安
委
員
会
か
ら
の
指
示
に
基
づ
く
調
査
等
を
終
了
し
た
と
き
は
、
そ
の
結
果
を

公
安
委
員
会
に
報
告
す
る
旨
規
定
し
て
い
る
。
 

こ
の
報
告
に
際
し
て
は
、
公
安
委
員
会
宛
て
の
苦
情
等
調
査
結
果
等
報
告
書
（
様
式
第
３
号
）
及
び

通
知
書
（
様
式
第
４
号
）
の
案
を
作
成
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。
 

(e
) 
調
査
等
の
結
果
の
通
知
（
法
第
79
条
第
３
項
及
び
取
扱
規
程
第
７
条
第
１
項
第
１
号
）
 

公
安
委
員
会
は
、
苦
情
の
申
出
が
あ
っ
た
と
き
は
、
法
令
又
は
条
例
の
規
定
に
基
づ
き
こ
れ
を
誠
実

に
処
理
し
、
処
理
の
結
果
を
文
書
に
よ
り
申
出
者
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
旨
規
定
さ
れ
、
申
出

者
に
対
す
る
通
知
義
務
が
あ
る
こ
と
を
明
確
に
さ
れ
て
い
る
。
 

本
県
で
は
、
文
書
を
提
出
し
た
申
出
者
に
対
し
て
は
、
文
書
の
送
付
に
よ
り
通
知
す
る
こ
と
と
し
、
 

前
記
通
知
書
（
様
式
第
４
号
）
を
作
成
し
、
郵
送
等
に
よ
り
通
知
し
て
い
る
。
 

 
 
 
 
 
ｂ
 
本
件
請
求
の
対
象
と
な
る
行
為
に
つ
い
て
 

請
求
人
は
 

請
求
人
が
福
岡
県
公
安
委
員
会
に
対
し
て
行
っ
た
苦
情
申
出
４
件
（
令
和
６
年
12
月
11
日
・
苦
情

等
取
扱
管
理
表
番
号
・
令
和
６
年
第
11
9号

、
令
和
６
年
12
月
16
日
・
苦
情
等
取
扱
管
理
表
番
号
・

令
和
６
年
第
12
0号

、
令
和
６
年
12
月
20
日
・
苦
情
等
取
扱
管
理
表
番
号
・
令
和
６
年
第
12
2号

、
令

和
６
年
12
月
25
日
・
苦
情
等
取
扱
管
理
表
番
号
・
令
和
６
年
第
12
3号

）
の
処
理
に
関
し
書
面
を
作

成
し
た
行
為
 

に
つ
い
て
主
張
し
て
い
る
が
、
上
記
ａ
で
説
明
の
と
お
り
、
当
該
行
為
は
、
請
求
人
の
意
思
に
よ
っ
て
な

さ
れ
た
苦
情
申
出
に
基
づ
き
、
当
委
員
会
が
警
察
本
部
長
に
調
査
等
を
指
示
し
、
「
公
安
委
員
会
宛
て
の

苦
情
等
調
査
結
果
等
報
告
書
（
様
式
第
３
号
）
」
に
よ
り
調
査
等
の
結
果
報
告
を
受
け
、
そ
の
処
理
の
結

果
を
記
載
し
た
「
通
知
書
（
様
式
第
４
号
）
」
を
請
求
人
に
送
付
（
郵
送
）
し
た
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
ら

一
連
の
手
続
に
つ
い
て
も
法
令
、
規
則
、
内
部
規
程
等
に
従
っ
て
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
当
該
事
務

の
遂
行
に
何
ら
違
法
若
し
く
は
不
当
な
点
は
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
 

 
 
 
 
 
以
上
の
と
お
り
、
本
件
請
求
の
対
象
と
な
る
行
為
に
違
法
若
し
く
は
不
当
な
点
は
な
い
こ
と
か
ら
、
当
該
行

為
に
係
る
財
務
会
計
上
の
公
金
の
支
出
に
つ
い
て
も
適
法
か
つ
妥
当
に
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
 

 

５
 
監
査
対
象
機
関
に
対
す
る
監
査
等
 

監
査
対
象
機
関
の
職
員
に
対
し
、
令
和
７
年
８
月
１
日
か
ら
同
月
８
日
に
か
け
て
、
関
係
書
類
の
調
査
及
び
確
認
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並
び
に
聴
取
調
査
を
行
っ
た
。
 

 第
４
 
監
査
の
結
果
 

１
 
事
実
関
係
の
確
認
 

監
査
対
象
事
項
に
つ
い
て
、
関
係
書
類
の
調
査
及
び
確
認
並
び
に
監
査
対
象
機
関
の
職
員
か
ら
の
聴
取
調
査
に
よ

り
、
以
下
の
事
項
を
確
認
し
た
。
 

 
（
１
）
本
件
事
案
の
経
緯
 

令
和
６
年
10
月
３
日
 
請
求
人
が
福
岡
県
飯
塚
警
察
署
に
来
署
し
、
パ
チ
ン
コ
店
で
の
ト
ラ
ブ
ル
に
つ
い
て
相

談
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
福
岡
県
飯
塚
警
察
署
職
員
が
相
談
カ
ー
ド
作
成
 

12
月
11
日
 
福
岡
県
公
安
委
員
会
が
、
請
求
人
か
ら
警
察
相
談
の
対
応
に
係
る
苦
情
の
申
出
を
受
理
 

12
月
16
日
 
 
 
 
〃
 

12
月
18
日
 
請
求
人
が
、
福
岡
県
警
察
本
部
長
に
対
し
福
岡
県
飯
塚
警
察
署
が
作
成
し
た
相
談
カ
ー

ド
に
係
る
保
有
個
人
情
報
の
開
示
を
請
求
 

12
月
20
日
 
福
岡
県
公
安
委
員
会
が
、
請
求
人
か
ら
警
察
相
談
の
対
応
に
係
る
苦
情
の
申
出
を
受
理
 

12
月
25
日
 
 
 
 
〃
 

12
月
26
日
 
福
岡
県
警
察
本
部
長
が
、
請
求
人
宛
て
「
保
有
個
人
情
報
開
示
決
定
等
期
限
延
長
通
知

書
」
を
発
出
 

令
和
７
年
１
月
７
日
 
福
岡
県
警
察
本
部
長
が
、
請
求
人
宛
て
「
保
有
個
人
情
報
部
分
開
示
決
定
通
知
書
」
を

発
出
 

２
月
20
日
 
福
岡
県
公
安
委
員
会
が
、
請
求
人
宛
て
公
安
委
員
会
に
対
す
る
申
出
に
係
る
処
理
の
結

果
の
「
通
知
書
」
を
発
出
 

 
（
２
）
請
求
人
が
違
法
又
は
不
当
と
す
る
行
為
に
関
す
る
事
実
等
に
つ
い
て
 

 
 
 
ア
 
相
談
カ
ー
ド
に
つ
い
て
 

 
 
 
 
 
福
岡
県
飯
塚
警
察
署
は
、
令
和
６
年
10
月
３
日
に
請
求
人
に
よ
る
来
署
相
談
が
あ
っ
た
こ
と
を
受
け
、
同
日

相
談
カ
ー
ド
を
作
成
し
た
。
同
カ
ー
ド
に
、
相
談
者
氏
名
及
び
住
所
、
関
係
者
氏
名
、
申
出
内
容
、
措
置
経
過

を
記
載
し
た
上
、
受
理
決
裁
、
処
理
決
裁
が
な
さ
れ
た
。
 

 
 
 
イ
 
相
談
カ
ー
ド
に
係
る
開
示
請
求
に
つ
い
て
 

 
 
 
 
 
福
岡
県
警
察
本
部
は
、
令
和
６
年
12
月
18
日
付
け
で
請
求
人
か
ら
な
さ
れ
た
福
岡
県
飯
塚
警
察
署
作
成
の
相

談
カ
ー
ド
に
係
る
保
有
個
人
情
報
開
示
請
求
に
つ
い
て
、
同
年
12
月
26
日
付
け
で
保
有
個
人
情
報
開
示
決
定
等

期
限
延
長
通
知
書
を
作
成
、
請
求
人
宛
て
に
発
出
し
た
。
同
通
知
書
に
は
、
延
長
前
の
決
定
期
間
、
延
長
後
の

決
定
期
限
が
記
載
さ
れ
る
と
と
も
に
、
延
長
す
る
理
由
と
し
て
、
「
開
示
請
求
に
係
る
保
有
個
人
情
報
に
つ
い

て
は
、
開
示
・
不
開
示
の
検
討
等
に
時
間
を
要
し
、
延
長
前
の
決
定
期
間
内
に
開
示
決
定
等
を
行
う
こ
と
が
で

き
な
い
た
め
」
と
記
載
さ
れ
て
い
た
。
 

そ
の
後
、
福
岡
県
警
察
本
部
は
、
令
和
７
年
１
月
７
日
付
け
で
保
有
個
人
情
報
部
分
開
示
決
定
通
知
書
を
作

成
、
請
求
人
宛
て
に
発
出
し
た
。
同
通
知
書
に
は
、
開
示
請
求
に
係
る
保
有
個
人
情
報
の
内
容
、
開
示
す
る
個

人
情
報
の
利
用
目
的
、
開
示
し
な
い
部
分
及
び
理
由
、
請
求
者
の
求
め
る
実
施
方
法
等
に
よ
る
開
示
の
可
否
等

が
記
載
さ
れ
て
い
た
。
 

 
 
 
ウ
 
福
岡
県
公
安
委
員
会
に
対
す
る
苦
情
申
出
に
つ
い
て
 

令
和
６
年
12
月
11
日
、
16
日
、
20
日
、
25
日
付
け
で
受
理
し
た
福
岡
県
飯
塚
警
察
署
の
相
談
対
応
に
対
す
る

請
求
人
の
苦
情
申
出
を
受
け
、
福
岡
県
公
安
員
会
は
福
岡
県
警
察
本
部
長
に
調
査
等
を
指
示
し
、
福
岡
県
警
察
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本
部
長
か
ら
「
警
察
相
談
の
対
応
に
係
る
苦
情
に
関
す
る
事
実
調
査
結
果
」
を
添
付
し
た
「
公
安
委
員
会
宛
て

苦
情
等
調
査
結
果
等
報
告
書
」
に
よ
る
報
告
を
受
け
た
。
 

同
調
査
結
果
に
は
、
申
出
の
要
旨
、
調
査
結
果
、
福
岡
県
飯
塚
警
察
署
の
相
談
対
応
に
関
す
る
検
討
結
果
及

び
「
公
安
委
員
会
に
対
し
、
関
係
職
員
の
対
応
に
不
適
切
な
点
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
旨
を
報
告
す
る
」
と
の

結
論
が
記
載
さ
れ
て
い
た
。
 

こ
れ
を
受
け
福
岡
県
公
安
委
員
会
は
、
苦
情
に
つ
い
て
の
処
理
結
果
を
記
載
し
た
通
知
書
を
作
成
の
上
、
令

和
７
年
２
月
20
日
付
け
で
請
求
人
宛
て
に
発
出
し
た
。
 

 ２
 
判
断
 

 
 
 
上
記
の
事
実
関
係
の
確
認
を
踏
ま
え
、
以
下
の
と
お
り
判
断
す
る
。
 

（
１
）
相
談
カ
ー
ド
に
つ
い
て
 

 
福
岡
県
警
察
本
部
に
お
い
て
は
、
県
民
か
ら
の
相
談
等
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
「
福
岡
県
警
察
相
談
活
動
実
施

要
領
」
、
「
相
談
業
務
の
合
理
化
の
実
施
及
び
迅
速
・
確
実
な
組
織
的
対
応
の
推
進
に
つ
い
て
（
通
達
）
」
に
基

づ
き
相
談
対
応
を
行
う
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。
 

「
福
岡
県
警
察
相
談
活
動
実
施
要
領
」
第
４
に
は
、
「
３
 
職
員
は
、
相
談
等
の
取
扱
い
に
当
た
っ
て
は
、
相

談
カ
ー
ド
を
作
成
し
、
相
談
管
理
簿
に
登
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
」
、
同
要
領
第
５
の
１
⑵
に
は
、
「
職
員

は
、
面
接
又
は
電
話
（
11
0番

通
報
を
除
く
。
以
下
同
じ
。
）
に
よ
り
相
談
を
聴
取
し
た
場
合
に
お
い
て
、
そ
の

場
で
回
答
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
申
出
者
の
心
情
そ
の
他
の
事
情
を
参
酌
の
上
、
処
理
責

任
者
の
同
席
を
求
め
る
な
ど
の
措
置
を
講
じ
た
後
、
相
談
カ
ー
ド
を
作
成
の
上
、
速
や
か
に
総
括
責
任
者
に
報
告

す
る
も
の
と
す
る
。
」
と
規
定
さ
れ
て
い
る
。
 

ま
た
、
「
相
談
業
務
の
合
理
化
の
実
施
及
び
迅
速
・
確
実
な
組
織
的
対
応
の
推
進
に
つ
い
て
（
通
達
）
」
の
１

⑴
に
お
い
て
も
、
「
職
員
は
、
相
談
等
を
受
理
し
た
と
き
は
、
全
て
相
談
カ
ー
ド
（
様
式
第
１
号
）
を
作
成
す
る

も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
相
談
等
に
該
当
し
な
い
申
出
に
つ
い
て
は
、
必
要
な
項
目
の
み
を
相
談
カ
ー
ド
に
記
載

す
る
も
の
と
す
る
。
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
 

福
岡
県
飯
塚
警
察
署
の
職
員
は
、
請
求
人
の
相
談
を
受
け
、
上
記
要
領
及
び
通
達
に
基
づ
き
所
定
の
様
式
に
必

要
事
項
を
記
載
し
た
上
で
相
談
カ
ー
ド
を
作
成
し
、
総
括
責
任
者
ま
で
の
報
告
を
行
っ
て
い
る
。
 

し
た
が
っ
て
、
当
該
相
談
カ
ー
ド
作
成
等
は
関
係
規
程
等
に
基
づ
き
適
正
に
行
わ
れ
て
お
り
、
要
し
た
費
用
に

つ
い
て
も
必
要
な
も
の
と
認
め
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
違
法
又
は
不
当
な
点
は
な
い
。
 

（
２
）
相
談
カ
ー
ド
に
係
る
開
示
請
求
に
つ
い
て
 

「
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
法
律
」
第
78
条
に
お
い
て
、
行
政
機
関
の
長
等
は
、
開
示
請
求
が
あ
っ
た
と
き

は
、
開
示
請
求
に
係
る
保
有
個
人
情
報
に
同
法
に
定
め
る
不
開
示
情
報
の
い
ず
れ
か
が
含
ま
れ
て
い
る
場
合
を
除

き
、
当
該
個
人
情
報
を
開
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
て
お
り
、
同
法
82
条
に
お
い
て
は
、
開
示
請
求
に
係

る
保
有
個
人
情
報
の
全
部
又
は
一
部
を
開
示
す
る
と
き
は
、
そ
の
旨
の
決
定
を
し
、
開
示
請
求
者
に
対
し
、
書
面

に
よ
り
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
て
い
る
。
 

さ
ら
に
、
「
福
岡
県
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
法
律
施
行
条
例
」
第
６
条
第
１
項
に
お
い
て
、
開
示
決
定
等

は
、
開
示
請
求
が
あ
っ
た
日
か
ら
15
日
以
内
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
、
同
条
第
２
項
に

お
い
て
は
、
事
務
処
理
上
の
困
難
そ
の
他
正
当
な
理
由
が
あ
る
と
き
は
、
15
日
以
内
に
限
り
延
長
す
る
こ
と
が
で

き
る
こ
と
、
こ
の
場
合
、
開
示
請
求
者
に
対
し
、
延
長
後
の
期
間
及
び
延
長
の
理
由
を
書
面
に
よ
り
通
知
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
規
定
さ
れ
て
い
る
。
 

ま
た
、
「
個
人
情
報
保
護
事
務
取
扱
要
綱
」
第
４
 本

部
長
が
保
有
す
る
個
人
情
報
の
保
護
に
係
る
事
務
処
理

の
５
 
開
示
決
定
等
の
事
務
に
お
い
て
は
、
開
示
決
定
等
を
行
っ
た
と
き
は
開
示
決
定
通
知
書
等
に
よ
り
速
や
か
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に
開
示
請
求
者
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
規
定
さ
れ
て
い
る
。
 

福
岡
県
警
察
本
部
は
、
請
求
人
が
行
っ
た
保
有
個
人
情
報
開
示
請
求
を
受
け
、
「
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る

法
律
」
第
78
条
等
の
関
係
法
令
等
に
基
づ
き
、
開
示
・
不
開
示
の
検
討
を
行
っ
た
上
で
、
部
分
開
示
の
決
定
等
を

行
い
、
不
開
示
部
分
及
び
そ
の
理
由
を
記
載
し
た
上
で
、
「
福
岡
県
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
法
律
施
行
細
則
」

第
６
条
第
１
項
第
２
号
に
定
め
る
「
保
有
個
人
情
報
部
分
開
示
決
定
通
知
書
（
様
式
第
６
号
）
」
に
よ
り
、
請
求

人
に
通
知
し
た
。
 

ま
た
、
開
示
期
間
の
延
長
を
行
う
に
当
た
っ
て
は
、
同
法
第
82
条
に
基
づ
き
、
延
長
後
の
期
間
、
期
間
の
延
長

が
必
要
な
理
由
を
記
載
し
た
上
で
、
「
福
岡
県
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
法
律
施
行
細
則
」
第
７
条
に
定
め
る

「
保
有
個
人
情
報
開
示
決
定
等
期
限
延
長
通
知
書
（
様
式
第
８
号
）
」
に
よ
り
請
求
人
に
通
知
し
た
と
認
め
ら
れ

る
。
 

し
た
が
っ
て
、
当
該
開
示
請
求
に
係
る
事
務
は
関
係
法
令
等
に
基
づ
き
適
正
に
行
わ
れ
て
お
り
、
要
し
た
費
用

に
つ
い
て
も
必
要
な
も
の
と
認
め
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
違
法
又
は
不
当
な
点
は
な
い
。
 

（
３
）
福
岡
県
公
安
委
員
会
に
対
す
る
苦
情
申
出
に
つ
い
て
 

「
福
岡
県
公
安
委
員
会
苦
情
等
取
扱
規
程
」
第
４
条
に
お
い
て
、
福
岡
県
公
安
委
員
会
は
、
受
理
報
告
を
受
け

た
福
岡
県
公
安
委
員
会
宛
て
苦
情
等
に
つ
い
て
は
、
必
要
に
よ
り
福
岡
県
警
察
本
部
長
に
対
し
て
事
実
関
係
の
調

査
及
び
そ
の
結
果
を
踏
ま
え
た
措
置
を
行
う
よ
う
指
示
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
同
取
扱
規
程
第
６
条

に
お
い
て
福
岡
県
警
察
本
部
長
は
、
福
岡
県
公
安
委
員
会
か
ら
の
指
示
に
基
づ
く
調
査
等
を
終
了
し
た
と
き
は
、

そ
の
結
果
を
福
岡
県
公
安
委
員
会
に
報
告
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
、
当
該
報
告
に
当
た
っ
て
は
、
「
福

岡
県
公
安
委
員
会
宛
て
の
苦
情
等
取
扱
要
領
」
第
６
に
定
め
る
「
公
安
委
員
会
宛
て
の
苦
情
等
調
査
結
果
等
報
告

書
（
様
式
第
３
号
）
」
及
び
「
通
知
書
（
様
式
第
４
号
）
の
案
」
を
作
成
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。
 

ま
た
、
「
警
察
法
」
第

79
条
第
３
項
及
び
「
福
岡
県
公
安
委
員
会
苦
情
等
取
扱
規
程
」
第
７
条
第
１
項
第
１
号

に
お
い
て
、
福
岡
県
公
安
委
員
会
は
、
苦
情
の
申
出
が
あ
っ
た
と
き
は
、
法
令
又
は
条
例
の
規
定
に
基
づ
き
こ
れ

を
誠
実
に
処
理
し
、
処
理
の
結
果
を
文
書
に
よ
り
申
出
者
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
規
定
さ
れ
て
お
り
、

福
岡
県
公
安
委
員
会
で
は
、
文
書
を
提
出
し
た
申
出
者
に
対
し
て
は
、
「
福
岡
県
公
安
委
員
会
宛
て
の
苦
情
等
取

扱
要
領
」
に
よ
り
作
成
さ
れ
た
前
記
「
通
知
書
（
様
式
第
４
号
）
の
案
」
に
基
づ
き
通
知
の
内
容
を
決
定
し
、
通

知
書
を
送
付
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。
 

今
回
の
請
求
人
に
よ
る
苦
情
の
申
出
に
対
し
、
福
岡
県
公
安
委
員
会
は
、
法
律
、
関
係
規
程
等
に
基
づ
き
、
福

岡
県
警
察
本
部
長
に
調
査
等
を
指
示
し
、
「
公
安
委
員
会
宛
て
の
苦
情
等
調
査
結
果
等
報
告
書
（
様
式
第
３
号
）
」

に
よ
り
調
査
等
の
結
果
報
告
を
受
け
た
上
で
、
そ
の
処
理
の
結
果
を
記
載
し
た
「
通
知
書
（
様
式
第
４
号
）
」
を

請
求
人
に
送
付
（
郵
送
）
し
た
も
の
と
認
め
ら
れ
る
。
 

し
た
が
っ
て
、
当
該
苦
情
処
理
に
係
る
事
務
は
、
関
係
法
令
等
に
基
づ
き
適
正
に
行
わ
れ
て
お
り
、
要
し
た
費

用
に
つ
い
て
も
必
要
な
も
の
と
認
め
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
違
法
又
は
不
当
な
点
は
な
い
。
 

 

上
記
の
と
お
り
、
請
求
人
の
主
張
に
は
理
由
が
な
い
。
よ
っ
て
、
本
件
請
求
の
う
ち
住
民
監
査
請
求
の
対
象
と
な

る
公
金
の
支
出
に
対
す
る
請
求
に
つ
い
て
は
こ
れ
を
棄
却
す
る
。
 

ま
た
、
前
記
第
３
の
１
に
あ
る
と
お
り
、
補
正
書
で
は
、
「
財
産
の
取
得
、
管
理
又
は
処
分
」
、
「
契
約
の
締
結

又
は
履
行
」
、
「
債
務
そ
の
他
の
義
務
の
負
担
」
及
び
「
当
該
行
為
が
さ
れ
る
こ
と
が
相
応
の
確
実
さ
を
も
っ
て
予

測
さ
れ
る
も
の
」
と
記
載
さ
れ
て
い
た
が
、
請
求
書
及
び
補
正
書
に
は
、
財
産
、
契
約
、
債
務
等
に
係
る
具
体
的
事

実
の
摘
示
が
な
さ
れ
て
お
ら
ず
、
住
民
監
査
請
求
の
対
象
と
は
な
ら
な
い
た
め
、
こ
れ
ら
公
金
の
支
出
に
係
る
請
求

以
外
の
請
求
に
つ
い
て
は
、
却
下
す
る
。
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令和７年10月22日（水曜日）
午前９時00分から午後５時00
分まで

福岡市南区花畑四丁目８番１号
マイマイスクール花畑

準中型、普通及び
普通第二種免許

５　審査の申請手続及び受付期間

　⑴　審査の申請手続

　　ア　提出書類

　　　○　審査申請書（申請前６月以内に撮影した無帽、正面、上三分身、無背景、縦

３センチメートル、横2.4センチメートルの写真を貼付したもの）

　　　○　審査自動車を運転することができる運転免許証（仮運転免許証を除く。）両

面の写し

　　　　　なお、免許情報記録個人番号カードによる場合は、これを提示すること。

　　　○　次の表に掲げる審査手数料（福岡県領収証紙によること。）

審査に係る運転免許の種類 審査手数料

大型免許、中型免許及び準中型免許 15,100円

普通免許 12,000円

大型二輪免許、普通二輪免許、大型特殊免許及び牽引免許 9,950円

大型第二種免許、中型第二種免許及び普通第二種免許 12,850円

　　　○　規則第17条及び附則による審査細目の一部を免除される者に該当する場合は

、これを証明する書面

　　　　※　審査申請書は、福岡県警察本部交通部運転免許試験課で交付する。

　　　　　　郵便により審査申請書を請求する場合は、宛先及び郵便番号を明記し、

110円切手を貼付した返信用封筒を必ず同封すること。

　　　　※　審査申請書を受理した後は、理由の如何にかかわらず審査手数料の返還は

行わない。

　　イ　提出先

　　　　福岡県警察本部交通部運転免許試験課教習所係

　　　※　郵送による審査申請を行う場合は、必ず郵便書留によること。

　⑵　受付期間

福岡県公安委員会告示第271号

　道路交通法（昭和35年法律第105号。以下「法」という。）第99条の３第４項第１号

イの規定に基づき、教習指導員審査を実施するので、技能検定員審査等に関する規則（

平成６年国家公安委員会規則第３号。以下「規則」という。）第10条第２項の規定によ

り、次のように公示する。

　　令和７年９月９日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　福岡県公安委員会　　

１　審査の種類

　　教習指導員審査

２　審査に係る運転免許の種類

　　法第84条第３項及び第４項に規定する運転免許の種類とする。

　　ただし、小型特殊免許、原付免許、大型特殊第二種免許及び牽引第二種免許を除く

。

３　審査の方法

　　規則第12条に規定する審査方法によって実施する。

４　審査の実施年月日時、場所等

日　　　　　時 項目 場　　　　　　　所 審査種別

令和７年10月14日（火曜日）
午前９時00分から午後３時00
分まで

知識
福岡市中央区天神四丁目４番27号
ベストアメニティ天神ビル
福岡県指定自動車学校協会令和７年10月15日（水曜日）

午前９時00分から午後３時00
分まで

令和７年10月20日（月曜日）
午前９時00分から午後５時00
分まで

技能

大野城市山田三丁目12番１号
西鉄自動車学校

大型、中型、大型
特殊、牽引、大型
第二種及び中型第
二種免許

令和７年10月21日（火曜日）
午前９時00分から午後５時00
分まで

糟屋郡志免町王子一丁目28番16号
アイルモータースクール博多の森

普通、大型二輪及
び普通二輪免許
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　　ア　審査申請の受付期間は、公示の日から令和７年９月30日（火曜日）まで（福岡

県の休日を定める条例（平成元年福岡県条例第23号）に規定する県の休日を除く

。）の午前８時30分から午後５時15分までとする。

　　イ　郵送による審査申請の申込みは、公示の日から令和７年９月30日（火曜日）ま

での消印があるものを有効とする。

６　その他

　⑴　審査を受ける際は、自動車運転免許証（仮運転免許証を除く。）を携帯しておく

こと。

　⑵　第二種免許に係る審査を受審する者は、当該第二種免許に対応する第一種免許に

係る教習指導員資格者証を受けていること。

　⑶　審査に合格した者に対しては、教習指導員審査合格証明書を交付する。

　⑷　審査に合格した者であっても、法第99条の３第４項第２号イからハまでのいずれ

かに該当する者は、教習指導員資格者証の交付を受けることはできない。

　⑸　審査手続等の問合せは、福岡県警察本部交通部運転免許試験課教習所係に対して

行うこと。

連 絡 先　福岡県警察本部交通部運転免許試験課教習所係

　　　　　　　　　　　　　郵便番号　811－1392

　　　　　　　　　　　　　所 在 地　福岡市南区花畑四丁目７番１号

　　　　　　　　　　　　　電話番号　092－566－2892


